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欧州紀行(4) マインシフ・リラックスのクルーズ(その 2) 

                               2026.7.2 池田良穂 

 

 クルーズ 5 日目の朝、「マインシフ・リラックス」は、バルト三国の 1 つであるエスト

ニアのタリン港に到着しました。同国はソ連邦崩壊後に独立を回復して西側国となり

EU、そして NATO にも加入して、通貨にもユーロを導入しました。バルト海を挟んだフ

ィンランド、スウェーデンとの関係を強化して経済発展につなげています。特にフィンラ

ンドのヘルシンキとの間には、クルーズフェリーと高速カーフェリーがたくさん就航し

て、フィンランド人観光客の誘致を積極的に行い、これが貴重な観光収入となりました。

欧州の経済統合でクルーズフェリーの船上での免税品の販売がなくなって経営不振になる

フェリー会社も多い中、ヘルシンキとタリンの間のクルーズフェリーは、エストニアの物

価が安いことを武器に「ボーダートレード」という新しい魅力を乗客に与えて急成長し

て、同国のフェリー会社タリンクは、今ではバルト海最大のフェリーネットワークを構築

しています。 

 エストニアは観光だけでなく、IT 産業振興にも力を入れて経済力を付けて、フィンラン

ドとの物価の差も次第に縮まっていますが、タリンの旧市街が世界遺産に登録されたこと

も追い風になってフェリー産業は順調に推移しています。ただ、高速カーフェリーの運航

は廃止になったようです。経済成長に伴って、フェリーによる貨物車の輸送が急増してい

るとのことです。 

 

 さて、「マインシフ・リラックス」は、巨大なフェリーターミナルに隣接するクルーズ

ターミナルに着岸しました。2 本の細長い桟橋が延びており、4 隻までのクルーズ客船が

停泊できますが、この日は同船だけの寄港でした。ターミナルの中では、ローカルな物産

展がでていました。またターミナルの外に展示してあった港の歴史の紹介パネルの中に、

同クルーズ岸壁に 3 隻のクルーズ客船が着岸している写真がありました。 



 
タリンのクルーズ客船ターミナルに着岸しました。2 本の細長い桟橋があり、4 隻までのクルーズ客船が着けます。 

 
着岸した「マインシフ・リラックス」の姿です。 

 
クルーズターミナルに掲げられていたパネルには 3 隻のクル 

ーズ客船が入港する写真が使われていました。TUI とアイーダ 

で、いずれもドイツ語圏向けのクルーズを行っています。 



 このクルーズターミナルから旧市街までは、徒歩でも 30 分ほどでいけるので便利でし

た。また船からのシャトルバスも用意されていてクルーズカードでの支払いで乗車できま

した。旧市街の中心までの往復で 15 ユーロ、邦貨で 3000 円弱とのことでした。筆者らは

徒歩で旧市街まで行って、昼食をワインと共に楽しみました。1 人 5000 円近くかかったの

で、ドイツよりは少し安いですが、日本に比べるとかなり高い印象でした。この価格から

もエストニア経済が着々と向上していることを実感しました。20 年ほど前に造船所の方々

と一緒に高速カーフェリーの視察で来た時には、レストランの値段が安くて驚いたのが昔

話になってしまいました。 

 

 この港での筆者の最大の楽しみは、ヘルシンキおよびストックホルムへのフェリーの撮

影でした。この日に両航路に就航しているフェリーを AIS で確認して全部リストアップし

てみると下記のようになりました。このうちシリヤ・ラインの「シリヤ・セレナーデ」

は、ストックホルム～ヘルシンキ間の就航船で、朝に到着して、昼間はヘルシンキ港に停

泊していて夕刻に出港するのが普通ですが、この日はヘルシンキからタリンに来て、その

後ストックホルムへと出港しましたので変則的な運航なのかもしれません。翌日ヘルシン

キに到着した姉妹船「シリヤ・シンフォニー」は通常通り、ストックホルム～ヘルシンキ

間を往復していました。この老舗のシリヤ・ラインは、今では、タリンクの傘下にありま

す。 

 

****この日のタリン～ヘルシンキ・ストックホルム航路就フェリー******** 

Tallink: Mystar ヘルシンキータリンーヘルシンキ 

Megastar ヘルシンキータリンーヘルシンキ 

Viking Line: Viking Xprs ヘルシンキータリンーヘルシンキ 

Gabriella ヘルシンキータリン－ヘルシンキーストックホルム 

Ecker Line:  Finlandia ヘルシンキータリンーヘルシンキ 

Tallink:  Romantika タリンーストックホルム 

Silja Serenade ヘルシンキータリンーストックホルム 

Victoria Ⅰ タリンーヘルシンキータリン 

 



 
タリン港に入港するタリンクの「Mystar」。後方に見えるのは「Victria Ⅰ」です。 

 
タリンクの「Megastar」 

 
バイキングラインの「Viking Xprs」 

 



 
バイキングラインの「Gabriella」。ストックホルムとヘルシンキの間に就航していますが、昼間の停泊時間を利用し

て、ヘルシンキとタリンを 1 往復しています。 

 
エケロ・ラインの「Finlandia」。 

 
タリンクの「Romantika」。近藤会員のレポートにもあったように、全体が真っ白な姿になっています。 



 
シリヤ・ラインの「Silja Serenade」。この日は、午後にヘルシンキからやってきて、夕刻にストックホルムへと出港し

ていきました。フィンランドとエストニアの間の貨物車輸送の需要が増えているための変則的な運航かもしれませ

ん。 

 
タリンクの「Victoria Ⅰ」です。 

 

 

 

タリン港のフェリー港で 2 隻以上がカメラのファイダーに収まった写真を以下にご披露

します。いずれも「マインシフ・リラックス」のデッキから撮影したフェリー港の様子です。

まさにビジーポートと言えそうです。 

 
 



 
 

 
 

 
 



 
 

 
 

 
 

 


